














大 黒 達 也
1 序 論
1986年 9月に､ Bednorzと鵬 Ilerによってー 転移泣度が30K級のいわゆる高塩超伝導
体(Lal_ t8ax)とCuO｡が発表 された｡ この系の母結晶であるLa2CuO一の結晶相道は約56
0K以上では正方晶のx2肘iF一壁構造 (図1)であるが､560Kで正方晶か ら斜方晶へ構造相
転移を起こす｡ また､ 約250K(TN)で反攻絶佳長距離秩序を形成することが中性子 何
折か ら報告 されている｡ CuO2面の交換相互作用 Jは1200K程度であるが､ 雨間の交換
相互作用 Jは面 内の10~5程度の大 きさしかな く､典型的な 2次元反強敵性体である｡
この系 にSrを緯加する と､TNは急激に減少 しわずかⅩ=0.02でTNは消失す る｡ 超伝導
はⅩ=0.03か ら出現 Lt X=0.075付近で最 も高いTcを示 した後､ Sr濃度がⅩ=0.10以上 で
再びTcは減少 していく(図2)｡
この系が発表 され た後､ 同様にCuO.2層を含む酸化物で､ よ り転移温度の高 い物質が
続々と発見 されていった. これ らの較化物は､ 故東の量子化がh/2Cを単位 としてい
ること等か ら､ 2つの電子 (ホール)がクーパー対 を形成 していることが分か った● し
か し､ 160と180の同位体効果か ら電子一括子相互作用以外 に新 たな超伝導メカニズ
ムが存在す ると考 えられている● 酸化物高畠超伝草体は､ どの系 も超伝導相のす ぐ
近 (-に反強故位相が存在 することか ら(図3)､反強攻性秩序が新 しい超伝導 メカニ ズ
ムに疾 く粥 わっている可能性が指溝 されている. そこで､ 高温酸化物超伝導休め ぅ
ちで最 も簡単な結晶構造 を持つ(I.a‥xSrx)2CuO一において､.Sr帯皮を変 えなが ら系統
的に電 気抵抗 と磁化率の沸定を行 った. そして､Tc､超伝導体積比のSr濃度依存性､
及び､ La2CuO一でみ られ る 2次元反攻縫性の性呉がSrを添加 することで どの よ うに変
化するかを調べ た｡
2 実験
実験に用 いた試料はSrO.La203.CuOを混合 し､ 焼結させ ることによって作成 した.
4.2Kか ら300Kまでの電 気抵抗の温度変化は四端子法を用いて潮定 した｡ また､ 故化
辛(及び故化)の謝定はSqUIDを用い､5Rか ら40Kまでの超伝導 に伴 う反故性の直度変
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